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田

９月補正

予算案

所
地
刷

記
獣

治
ｍ
４
進

宇
穴
一
一
新

作
⑩

所
も
所

行
冊
ａ
刷

発
京
ｔ
印

ゆ
た
か
な

く
ら
し
を

築
き
ま
し
ょ
う

（
宇
治
市
民
憲
章
か
ら
）

槙
島
小
の
校
舎
増
築
な
ど

補
正
総
額
３
億
８
千
2
7
4
万
円
を
計
上

今
回
の
補
正
予
算
は
、
木
幡
地
区
公
民
館
の
建
設
時
期
の
関
係
か
ら
第
五
号
と
第
六

号
の
二
本
立
で
す
。
補
正
第
五
号
は
木
幡
地
区
公
民
館
建
設
の
面
積
増
な
ど
に
よ
っ
て

二
千
七
十
七
万
五
千
円
を
追
加
計
上
。
補
正
第
六
号
は
総
額
三
億
六
千
百
九
十
七
万
三
千

円
で
、
一
応
五
十
五
年
度
末
ま
で
の
必
要
経
費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

宇
治
市
議
会
九
月
定
例
会
が
、

九
月
十
九
日
か
ら
十
月
十
一
日
ま

で
の
二
十
三
日
間
の
会
期
で
開
か

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
九
月
定
例
会
に
は
、
一
般

会
計
禰
正
予
算
を
は
じ
め
笠
取
・

中
木
幡
・
半
白
・
東
木
幡
集
会
所
道
路
整
備
に
関
す
る
経
費
や
椛
島

の
設
置
に
と
も
な
う
「
宇
治
市
公
小
学
校
増
築
事
業
、
消
防
本
部
庁

会
堂
等
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
舎
増
築
工
事
な
ど
の
追
加
が
中
心

る
条
例
」
の
一
部
改
正
な
ど
十
九
と
な
っ
て
い
ま
す
。

議
案
が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。
補
正
総
額
は
三
億
八
千
二
百
七

こ
の
一
般
会
計
補
正
予
算
案
は
十
四
万
八
千
円
で
、
一
般
会
計
の

Ｉ

歳
入
歳
出
予
算
総
額
は
二
百
億
九

百
二
十
五
万
円
と
な
り
ま
す
。
補

正
予
算
案
で
計
上
し
た
主
な
事
業

は
次
の
と
お
り
で
す
。

ｙ
五
十
六
年
三
月
の
市
制
三
十
周

年
記
念
式
典
関
係
の
追
加
経
費

と
し
て
八
［
八
万
円
。

ｙ
上
権
現
町
集
会
所
の
設
計
・
新

設
に
八
五
九
万
円
。

▼
民
間
保
育
所
の
あ
さ
ひ
保
育
園

と
明
星
保
育
園
の
定
員
増
の
た

十
二
月
の
任
期
満
了
良
剛
に
、

ま
ず
、
私
の
所
信
を
申
し
の
べ

た
い
と
思
い
ま
す
。

み
な
さ
ま
の
暖
か
い
ご
支
援

を
得
て
市
長
に
就
任
し
ま
し
て

か
ら
。
早
く
も

四
年
た
と
う
と

し
て
い
ま
す
。

こ
の
問
、
財
政

再
建
団
体
へ
の

転
落
を
防
ぎ
、

財
政
の
自
主
再

建
を
達
成
す
る

こ
と
が
市
政
最

市長の所信表

明

一一
Ｗ皿゛゛｀

大
の
課
題
で
あ

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
五
十
三
年

度
を
初
年
度
と
す
る
「
宇
泊
市

ぷ
財
政
自
主
再
建
五
ヶ
年
計
画
」

二
を
策
定
し
。
こ
の
課
題
に
取
り

こ
机
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

校
舎
が
増
築
さ
れ
る
槙
島
小
学
校

暮
ら
し
の
中
の
ち
ょ
っ
と
し
た

工
夫
で
。
む
だ
を
省
い
た
り
、
物

の
再
利
用
が
で
き
る
な
ど
の
ア
イ

デ
ア
･
m
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
中

な
説
明
と
図
解
で
も
か
ま
い
ま
せ

ん
。ま
た
、
展
示
品
を
即
売
さ
れ
て

も
結
構
で
す
。

暮
ら
し
の
ア
イ
デ
ア

の
私
の
ア
イ
デ
ア
コ
ー
ナ
ー
で
発

表
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
で

き
る
だ
け
実
物
の
展
示
を
お
願
い

し
ま
す
が
。
無
理
な
場
合
は
簡
単

(要旨)

〈
応
募
の
方
法
〉

住
所
、
氏
名
、
ア
イ
デ
ア
の
内

容
、
実
物
か
図
解
の
別
、
即
売
希

望
の
場
合
は
価
格
な
ど
を
明
記
し

て
、
十
月
二
十
日
ま
で
に
市
役
所

商
工
観
光
課
消
費
生
活
係
（
〒
6
1
1

宇
治
琵
琶
三
三
、
四
⑩
Ｑ
？
１
４
１

番
）
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

な
お
、
運
び
込
み
は
、
十
月
二

十
四
日
午
後
一
時
か
ら
五
時
ま
で

に
市
民
会
館
へ
。

長市田島るす明説案提

三の間

と
ま
わ
り
の
行
事
が
終
わ
る
と
例

年
の
と
お
り
演
芸
会
が
始
ま
っ
た
。

私
た
ち
の
前
に
並
ん
で
い
た
広
野

町
の
数
人
の
方
々
が
。
大
正
琴
の

演
奏
を
披
露
さ
れ
た
。
戻
っ
て

こ
ら
れ
た
人
た
ち
に
「
よ
く
で
き

ま
し
た
ね
」
と
声
を
か
け
た
。
そ

の
う
ち
の
一
人
が
メ
ン
バ
ー
の
一

人
の
お
ば
あ
さ
ん
を
さ
し
て
。
「
こ

の
人
、
こ
の
前
、
新
聞
に
出
て
い

た
人
で
す
ね
ん
」
と
京
都
新
聞
を

み
せ
て
く
れ
た
。
み
る
と
ま
さ
し

く
そ
の
人
で
、
広
野
町
新
成
田
に

お
住
ま
い
の
新
開
な
を
さ
ん
八
十
六

歳
で
あ
っ
た
ｙ
新
聞
は
昨
日
宇
治

市
の
福
祉
事
務
所
へ
、
色
刷
り
の

広
告
紙
で
作
っ
た
手
づ
く
り
の
飾

り
箱
を
福
祉
の
た
め
に
使
っ
て
ほ

し
い
と
寄
贈
さ
れ
た
こ
と
を
報
じ

て
い
た
。
飾
り
箱
は
五
十
一
の
箱

か
ら
で
き
て
い
て
す
ば
ら
し
く
、

美
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
な
を
さ

ん
は
少
し
で
も
社
会
の
人
々
に
喜

市
役
所
に
届
け
て
く
だ
さ
る
ｙ
私

は
．
さ
き
ほ
ど
の
大
正
琴
２

奏
と
い
い
、
手
づ
く
り
の
飾
り
箱

と
い
い
、
な
を
さ
ん
は
我
が
人
生

を
思
う
存
分
楽
し
ん
で
い
ら
っ
し

や
る
と
、
つ
く
づ
く
う
ら
や
ま
し

く
思
っ
た
ｙ
私
た
ち
は
こ
の
よ
う

な
お
年
寄
り
の
人
た
ち
を
心
か

ら
敬
い
、
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
う
。
な
を
さ
ん
を
は

じ
め
宇
治
市
に
お
住
い
の
お
年
寄

り
の
み
な
さ
ん
の
ご
健
勝
を
、
心

か
ら
お
祈
り
申
し
あ
げ
た
い
。
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言
心
四
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ｈ
み
１
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ｊ
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゛
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リ
χ
Ｓ

｛

作
１

１
抑
ｙ
一

レ
．
．
ご
匹

ヅ
ー
゜
が
に

金
認

預
に
一
偽

期

つ
す
よ
ま

定

ち
い

ｑ
″
０ｑ
ｙ

め
の
増
築
に
か
か
る
融
資
の
元
め
、
一
億
五
、
四
五
九
万
円
を

利
補
給
補
助
・
金
融
機
関
へ
の
公
有
財
産
購
入
費
か
ら
工
事
請

預
託
金
に
六
八
七
万
円
。
負
費
に
組
替
。

ｙ
ふ
る
さ
と
農
園
設
置
の
補
助
と
ｙ
大
雨
に
備
え
る
た
め
、
道
路
や

し
て
六
〇
万
円
。
ま
た
、
持
産
■
排
水
路
の
維
持
・
修
繕
の
経
費

営
農
団
地
整
備
の
補
助
と
し
て
追
加
と
し
て
五
、
一
三
〇
万
円
。

八
四
三
万
円
。

ｙ
危
険
野
つ
ぽ
の
安
全
対
策
の
追

加
と
し
て
五
七
万
円
。

ｙ
冷
夏
に
よ
る
イ
モ
チ
病
の
特
別

防
除
対
策
と
し
て
五
四
万
円
。

ｙ
都
市
計
画
街
路
の
宇
治
白
川
線

築
造
事
業
に
つ
い
て
本
年
度
施

工
可
能
な
個
所
の
施
工
と
、
下

居
大
久
保
線
の
実
施
設
計
に
基

づ
く
工
事
費
の
追
加
な
ど
の
た

財
政
自
主
再
建

5
5
年
度
に
達
成

ｙ
槙
島
小
学
校
の
校
舎
増
築
工
事

費
等
と
し
て
六
、
一
〇
〇
万
円
。

ｙ
幼
稚
園
関
係
で
は
施
設
維
持
修

繕
費
に
三
〇
〇
万
円
。
小
学
校

関
係
で
は
施
設
維
持
修
繕
費
と

も
前
進
さ
せ
る
べ
く
努
力
し
て

参
り
ま
し
た
。
五
十
四
年
に
は

宇
治
市
総
合
計
画
に
基
づ
く
実

施
行
画
を
策
定
し
、
「
計
画
行

政
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

施
設
環
境
整
備
工
事
費
と
で
七

二
〇
万
円
。
中
学
校
関
係
で
は

各
種
大
会
等
へ
の
参
加
報
償
費

に
一
一
〇
万
円
と
施
設
維
持
修

繕
費
に
三
〇
〇
万
円
。
そ
れ
ぞ

れ
追
加
計
上
。

▼
都
市
計
画
街
路
宇
治
白
川
線
の

建
設
に
と
も
な
い
消
防
庁
舎
の

ガ
レ
ー
ジ
部
分
の
増
築
に
三
。

九
二
二
万
円
を
追
加
。

展
望
す
る
と
宇
治
市
政
に
と
っ
二
ん
で
も
ら
お
う
と
、
ま
ご
こ
ろ
こ

て
画
期
的
な
こ
と
で
す
。
Ｅ
め
て
折
り
っ
づ
っ
た
小
さ
い
箱
を

豊
か
な

ふ
る
さ
と
づ
く
り
を

市
の
発
展
に
ま
い
進

画
が
完
了
で
き
る
は
こ
び
と
な

り
、
再
建
市
長
と
し
て
こ
れ
に

優
る
喜
び
は
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
宇
治
市
保
健
医
療

セ
ン
タ
ー
建
設
や
菟
道
第
二
小

学
校
の
全
面
移
転
改
築
、
各
地

域
の
集
会
所
建
設
な
ど
に
も
取

り
組
み
、
福
祉
行
政
を
少
し
で

や
っ
と
財
政
危
機
を
乗
り
切

り
、
宇
治
市
将
来
の
発
展
の
た

め
、
祁
市
基
盤
施
設
の
９
備
や

計
画
行
政
＊
Ｅ
極
的
に
お
し
す

す
め
る
時
期
に
達
し
ま
し
た
。

ま
た
、
府
立
山
城
総
合
運
動

公
園
な
ど
の
人
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
も
進
行
し
て
お
り
、
将
求
を

重
大
な
時
期
に

あ
た
り
、
市
民

の
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
と
ご
支
援
を
楸
と
し

て
≒
み
ど
り
豊
か
な
、
住
み

た
い
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
宇
治

市
」
の
実
現
め
ざ
し
て
、
十
五
万

市
民
の
命
と
幕
ら
し
允
寸
り
、

豊
か
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
ま

い
進
す
る
決
意
で
す
。
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い
Ｑ
り
ｒ
Ｄ
第

157のそく

宇
治
と
い
う
地
域
が
。
各
時

代
の
転
換
期
に
必
ず
歴
史
の
舞

台
に
登
場
す
る
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
は
、
す
で
に
周
知
の
事

実
で
あ
る
。
そ
れ
は
雄
島
合
戦

と
秀
吉
に
よ
る
宇
治
川
改
修
と

い
ヶ
事
例
が
、
い
わ
ゆ
４
中
世

か
ら
近
世
へ
と
移
行
す
る
激
動

の
歴
史
の
な
か
に
、
大
き
な
位

置
付
け
を
与
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
も
十
分
に
う
な
づ
け
よ

う
。
そ
の
よ
う
な
眼
で
宇
治
と

い
う
地
域
を
な
が
め
て
み
た
と

き
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が

木
幡
山
の
伏
見
城
で
あ
る
。
慶

長
元
年
（
一
五
九
六
）
閏
七
月

十
三
日
の
大
地
震
に
よ
っ
て
伏

見
指
月
の
城
が
崩
壊
す
る
に
と

も
な
い
、
秀
吉
は
伏
見
山
の
東

カ
メ
ラ
ル
ポ

ふるさとの日本梨

麓
に
お
よ
ぷ
山
、
い
わ
ゆ
る
木

幡
山
に
伏
見
城
を
再
建
し
た
。

「
夜
ヲ
昼
二
転
シ
」
て
行

わ
れ
た
こ
の
伏
見
城
の
建
設
は

同
年
十
月
に
は
本
丸
が
、
翌
年

五
月
に
は
天
守
や
殿
舎
を
ふ
く

ひ
主
要
な
建
造
物
が
完
成
さ
れ

て
い
る
。
・
し
か
し
、
秀
吉
の
死

後
も
普
請
が
続
行
さ
れ
た
と
い

う
こ
の
城
の
生
命
は
、
き
わ
め

て
短
命
で
あ
っ
た
。
慶
長
五
年

し
か
し
、
元
和
五
年
（
一
六
一

九
）
九
月
の
大
坂
城
修
築
を
き

っ
か
け
に
、
こ
の
伏
見
城
の
価

値
が
急
速
に
低
下
し
て
い
っ
た

事
実
は
否
定
で
き
な
い
。
徐
々

に
と
り
墳
さ
れ
て
い
く
伏
見
城

の
建
造
物
は
、
そ
の
い
く
つ
か

が
、
た
と
え
ば
二
条
城
や
m

な
ど
に
移
築
さ
れ
て
い
っ
た
。

信
長
の
安
土
城
を
も
は
る
か

に
し
の
ぐ
雄
大
な
規
模
を
も
ち

の
城
史
が
な
せ
る
宿
命
と
い
え

よ
う
か
。

現
在
、
京
都
と
そ
の
周
辺
に

は
、
た
と
え
ば
西
本
願
寺
の
対

面
所
・
唐
門
・
能
舞
台
や
御
香

宮
表
門
、
高
台
寺
の
時
雨
亭
・

傘
亭
。
滋
賀
県
西
教
寺
の
客
殿

と
同
都
久
布
須
麻
神
社
本
殿
、

そ
し
て
宇
治
浄
土
院
の
養
林
書

院
、
同
興
聖
寺
の
本
堂
な
ど
、

伏
見
城
の
遺
構
と
伝
え
ら
れ
る

伏
見
城
の
遺
構

（
一
六
〇
〇
）
、
関
ヶ
原
の
戦
い

で
石
田
三
成
に
与
し
た
西
軍
に

攻
め
ら
れ
て
焼
亡
落
城
、
こ
の

木
幡
山
の
城
は
。
な
ん
ら
の
遺

構
を
と
ど
め
る
こ
と
な
ぐ
消
え

失
せ
て
し
ま
っ
た
。

徳
川
家
康
が
こ
の
再
興
に
と

り
か
か
っ
た
の
は
同
九
年
の
こ

と
。
同
十
一
年
に
か
け
て
大
半

の
工
事
が
終
了
し
た
よ
う
だ
。

見
占
ｔ
、
剥
ｙ
鈴
々

東
叢
の
碧
々
の
剥
尽

今
年
は
枝
い
っ
ぱ
い
に
実
を
つ
け

て
い
ま
す
。
梨
は
日
ご
と
に
熟
れ

天
守
・
殿
舎
も
き
わ
め
て
華
美

華
麗
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る

伏
見
城
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
こ
の
伏
見
の
城
に
関
し

て
は
、
そ
の
構
造
や
内
部
の
荘

厳
を
伝
え
る
資
料
が
き
わ
め
て

少
な
い
。
自
然
災
害
に
よ
る
破

壊
、
戦
禍
に
よ
る
焼
失
、
時
代

の
趨
勢
に
と
も
な
う
取
毀
し
と

い
う
、
い
か
に
も
激
し
い
転
変

狂犬病
も
の
が
す
こ
ぶ
る
多
い
．
し
か

し
、
指
月
の
伏
見
城
御
殿
シ
移

し
た
西
教
寺
の
客
殿
．
御
舟
入

り
近
く
に
あ
っ
た
学
問
所
の
一

部
を
移
し
た
高
台
寺
時
雨
亭
・

傘
亭
、
あ
る
い
は
慶
長
七
年
以

後
に
造
営
さ
れ
た
伏
見
城
松
之

丸
東
櫓
を
移
築
し
た
広
島
県
福

山
城
の
『
伏
見
櫓
』
な
ど
を
除

い
て
は
．
確
た
る
裏
付
け
が
あ

あ
な
た
は
犬
査
止
し
く
飼
っ
て

い
ま
す
↑
。

犬
も
家
族
の
一
員
で
あ
り
、
深

秋の狂犬病予防注射日程表

る
わ
け
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で

伝
承
の
域
を
出
て
は
い
な
い
。

と
は
い
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
建
築

や
絵
画
は
、
寛
永
期
に
ま
で
及

ぶ
桃
山
風
の
豪
壮
な
様
式
を
伝

え
て
お
り
、
い
か
に
も
伏
見
城

い
愛
情
を
も
っ
て
終
生
飼
う
心
が

ま
え
が
大
切
で
す
。

を
か
ざ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の

ば
か
り
で
あ
る
。
次
回
で
は
、

市
内
に
現
存
す
る
数
々
の
桃
山

の
ｉ
摂
を
紹
介
し
よ
う
。

（
市
史
編
さ
ん
室
）

予防注射

と
こ
ろ
で
、
十
月
七
日
か
ら
秋
費
用
は
、
春
に
登
録
し
た
犬
は

ご
協
力
く
だ
さ
い

京
都
府
で
は
、
十
月
か
４
十
一

月
に
か
け
て
交
通
の
基
本
で
あ
る

”
人
の
動
き
”
を
知
り
、
明
日
の

交
通
計
画
に
生
か
す
た
め
パ
ー
ソ

ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
（
交
通
実
態
調

査
）
を
行
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
ど
こ
か
ら
ど
こ

へ
・
ど
ん
な
目
的
で
・
ど
の
よ
う

な
交
通
手
段
で
動
い
た
か
に
つ
い

て
調
べ
る
も
の
で
、
京
都
府
が
近

畿
二
府
四
県
三
指
定
都
市
と
協
力

し
て
行
い
ま
す
。

京
都
府
下
で
は
、
二
十
五
世
帯

に
一
世
帯
の
製
ぞ
調
査
世
帯
を

選
び
、
調
査
員
が
直
接
家
庭
を
訪

問
し
説
明
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
調
査
結
果
は
、
交

通
の
統
計
を
つ
く
る
目
的
以
外
に

使
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

Λ
問
い
合
わ
せ
先
〉

・
京
都
府
都
市
計
画
課
（
電
話
0
7
5

－
4
5
1
－
8
1
1
1
番
）
・
宇
治
市

都
市
計
画
課
（
電
話
2
2
－
3
1
4

1
番
）

（
都
市
計
画
課
）

1
0
月
１
日
か
ら

赤
い
羽
根
共
同
募
金

十
月
一
日
は
「
法
の
日
」
で
す
。

「
法
の
日
」
は
、
国
民
こ
ぞ
っ
て

身
近
に
法
を
認
識
し
、
法
を
尊
重

す
る
自
覚
を
高
め
る
こ
と
を
目
的

に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

「
法
の
日
」
を
機
会
に
法
に
親

し
み
、
法
に
よ
る
生
活
の
実
践
を

す
る
よ
う
努
め
ま
し
ょ
う
。

こ
の
日
か
ら
一
週
間
を
「
法
の

日
」
週
間
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な

催
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

お
気
軽
に
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

〈
無
料
人
権
相
談
所
Ｖ

▼
と
き
…
1
0
月
２
日
俐
午
前
1
0

時
～
午
後
３
時
▼
と
こ
ろ
…
宇
治

市
民
会
館
▼
主
催
・
…
城
南
人
権
擁

謹
委
員
協
議
会
。

〈
憲
法
と
人
権
を
考
え
る
集
い
〉

▼
と
き
・
：
1
0
月
４
日
田
午
後
１

時
か
ら
▼
と
こ
ろ
…
京
都
会
館
会

議
場
▼
内
容
・
：
講
演
（
田
畑
忍
さ
ん
、

宮
城
ま
り
子
さ
ん
）
映
画
（
ね
む
の

木
の
詩
が
き
こ
え
る
）
▼
主
催
・
：

京
都
弁
護
士
会
。

茶
ど
こ
ろ
宇
治
の
伝
統
行
事

で
あ
る
「
茶
ま
つ
り
」
が
、
十

月
五
日
（
日
）
、
興
聖
寺
と
宇
治

川
塔
ノ
島
を
中
心
に
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
す
。

マ
名
水
汲
み
上
げ
の
儀
＝
午
前

９
時
か
ら
宇

治
橋
三
の
間

で
汲
み
上
げ

ら
れ
ま
す
。

マ
茶
つ
ぼ
口
切

り
の
儀
・
献

茶
な
ど
Ｌ
名

水
汲
み
上
げ

の
後
、
1
0
時

か
ら
興
聖
寺

で
。

マ
茶
箆
｀
供
養

Ｌ
使
い
古
さ

れ
た
り
、
破

損
し
た
茶
笑
の
供
養
。

マ
茶
席
Ｌ
本
席
は
興
聖
寺
書
院
、

副
席
は
宇
治
神
社
で
。

マ
塔
ノ
島
で
の
催
し
Ｉ
お
抹
茶

の
野
点
席
、
煎
茶
船
、
お
茶

飲
み
コ
ン
ク
ー
ル
、
宇
治
音

頭
披
露
、
模
擬
店
、
宇
治
茶

や
茶
笑
・
炭
山
陶
器
・
竹
製

品
・
掛
軸
等
の
哩
冗
、
植
木

市
、
宇
治
茶
の
無
料
接
待
、

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
家
族
そ
ろ

っ
て
お
こ
し

く
だ
さ
い
。

＞
時
代
行
列
ｌ

午
後
１
時
半

か
ｉ
宇
治
橋

通
り
を
進
-
＊
'

宇
治
川
一
帯

に
宇
治
十
帖

や
宇
泊
橋
合

戦
の
時
代
絵

巻
＊
J
≪
O
広

げ
ま
す
。
な

お
、
今
年
は
、

御
蔵
山
商
店

街
で
も
時
代
行
列
の
一
部
が

午
前
1
1
時
か
ら
行
進
し
ま
す
。

マ
市
民
素
人
闘
茶
会
１
午
後
６

時
か
一
市
民
会
館
で
。

（
商
工
観
光
課
）

０ｌｑ
ｙ

千
三
百
円
。
春
に
未
登
録
の
犬
は

一
一
千
三
百
円
（
注
射
手
数
料
千
円
、

注
射
済
票
三
百
円
、
登
録
料
二
千

円
）
で
す
。犬

の
引
取
り
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と
き
…
1
0
月
1
4
日
田
▼
と
こ

ヅ
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前
所
前
館
所
館
所
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館
所
所
所
前
前
館
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前
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所
校
り
前
堂
所
所
尾

弥

回
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数
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Ａ
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紫
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木
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福
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明
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広
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宇
炭
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0
3
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一
J
3
0
4
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0
0
3
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0
4
0
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0
0
0
0
0
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2
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3
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3
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感
感
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感
感
感
感
感
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心
感
感
感
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9
1
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0
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量
づ
言
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三
郷
二
万
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一
万
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゛
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町
Ｉ
臨
五
「

・
㈲
‐
柵
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㈲
゛
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゛
㈲

．
皿

．
．

‘
⊇
日
～
説
示
貝
回
心
～
森
７
ぷ
β
～
に
犬
’
白
輿

‘
元
示
翌
日
言
’
■
～
日
一
…
…
～
．
ｊ
。
、
’
゛
ａ
…
…
｛
ａ
三

｛
宍
三

Ｈ
Ｐ
…

…

一
―
ニ
煕
幸
辰

・
言

～
讐
叶
…

…
・
三
肺
し
三
三
≒

″
糾
響
半
郎

こ
Ｊ
｝
Ｊ
Ｊ
ｗ
｛

ｙ

恥

月
⊇

10
ご
■
浙
｛
゛
ヽ
‘ 一
‘ ’｀
■
■
1
0
＾
゛
‘
゛
＾

一
八
’
‘
゛
八
、
“
．
1
0
“
Ｅ
．
¨
一
1
0
言
一
…
…
．
三
’
ｙ
〃
1
0
“
’
゛
‘ ．
一
一
匹
″
゛
゛
言
1
0
士
Ｉ
抽
～
⊇
1
0
』

…

…
…
1
0
”
1
1
0

ろ
＝
m
公
民
館
・
・
・
1
0
時
4
0
分
、

黄
槃
自
衛
隊
正
門
前
…
1
0
時
5
0
分

木
幡
公
民
館
…
1
1
時
、
小
倉
公
民

館
…
１
１
時
1
0
分
。
開
公
民
館
…
1
1

時
２
０
分
、
旦
椋
公
会
掌
・
・
1
1
時
3
0

分
。

1
0
月
の
献
血

▼
1
0
月
1
3
日
㈲
・
・
・
宇
治
保
健
所

で
午
剪
…
一
時
か
ら
正
午
ま
で
と
、

午
後
１
時
半
か
ら
３
時
半
ま
で
。

▼
1
0
月
２
０
日
㈲
…
三
和
研
磨
工

業
㈱
で
午
前
1
0
時
か
ら
正
午
ま
で
。

粟
村
金
属
工
業
㈱
で
午
後
１
時
半

か
ら
３
時
半
ま
で
。

（
保
健
衛
生
課
）

一ｂ
Ｓ

1

1

1

1

1

―
‐
Ｉ
－
‐
1
1
1
‐
1
1
1
1
1
1
1
1
ｔ
ｌ
‐
―

宇治茶まつり

パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
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夕
Ｅ
Ｈ
Ｊ
ｉ
ｉ
４
＊
:
-
Ｒ
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紬
瀾
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ぐ

宇治市立

幼
稚
園
児
を
募
集

1
0
月
1
3
日
か
ら
1
5
日
ま
で

昭
和
五
土
（
年
度
の
宇
治
市
立

幼
稚
園
児
（
一
年
保
育
）
を
募
集

し
ま
す
。

ｙ
入
園
で
き
る
児
童
・
・
・
昭
和
5
0
年

募集園名および募集定員

４
月
２
日
か
ら
昭
和
5
1
年
４
月
人
。

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児
で
、
ｙ
受
付
日
時
・
・
・
各
園
と
も
1
0
月
1
3

申
込
み
日
現
在
、
保
護
者
と
と
日
側
か
ら
1
5
日
團
ま
で
の
、
午

も
に
宇
治
市
内
に
住
ん
で
い
る

話
３
８
３
４
５
９
９
７

。
2
7
0
2
7
0
1
5
0
7
2
2
0
4
9
8
2
5
9
4
3
7
4
4

一
一
一
一
一
一
一
一

電
2
1
2
1
2
2
4
1
9
一
3
1
3
2
4
4

3
地
４

ま
。
Ｊ
’
い

5
7

作

７１

。

楽
石
西
町
神
梅
原
町

在
妙
町
町
保
野
庄
桧
保

治
島
倉
久
治
ヶ
幡
久

所

村
硝
糾
献
麓
匹
林
献

治
治
治
治
治
治
治
治

宇
宇
宇
宇
宇
宇
宇
宇

ご

2
0
0
0
6
0
6
0
0
0
8
0
6
0

募
１
１
２
１
１
２
１

園
園
園
園
園
園
園
園

名
稚
稚
稚
稚
稚
稚
稚
稚

幼
幼
間
間
幼
肋
幼
幼

園
道
島
勢
久
明
判
幡
盛

菟
槙
伊
大
神
東
木
平

後
１
時
か
ら
３
時
ま
で
。
た
だ

し
、
1
0
月
1
3
日
は
男
子
、
1
4
日

は
女
子
、
1
5
日
は
男
女
と
も
。

ｙ
願
書
・
・
・
各
園
で
受
付
当
日
、
保

護
者
に
お
渡
し
し
ま
す
。
入
園

を
希
望
さ
れ
る
幼
稚
園
で
記
入

し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

当
日
は
必
ず
入
園
を
希
望
す
る

幼
児
同
伴
で
、
印
鑑
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

ｙ
入
園
許
可
・
：
入
園
の
許
可
は
、

申
込
み
の
順
番
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
入
園
許
可
書
は
、
1
1
月
末

日
ま
で
に
保
護
者
宛
送
付
し
ま

す
。

ｙ
そ
の
他
・
・
・
入
園
を
希
望
さ
れ
る

幼
稚
園
で
応
募
者
数
が
募
集
定

員
を
上
回
っ
た
場
合
に
は
、
抽

選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

入
園
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、
各
幼
稚
園
ま
た
は
教
育
委

員
会
学
校
教
育
課
（
ｅ
ａ
ｙ
１
４

１
、
内
線
３
３
４
）
ま
で
。
な
お
。

幼
稚
園
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

保
育
時
間
の
関
係
上
、
午
後
２
時

以
降
に
お
願
い
し
ま
す
。

（
学
校
教
育
課
）

子
ど
も
の
本

連
続
講
習
会

子
ど
も
た
ち
に
本
を
読
み
き

か
せ
る
お
母
さ
ん
の
た
め
に
、

連
続
講
演
会
を
開
き
ま
す
．

ｙ
と
き
.
.
.
ｃ
月
９
日
俐
、
午

前
1
0
時
～
1
2
時
ｙ
と
こ
ろ
・
・
車

治
市
公
民
館
ｙ
テ
ー
マ
…
読
み

き
か
せ
②
ト
適
切
な
本
の
選
び

方
－
ｙ
講
師
・
：
吹
田
恭
子
さ
ん

（
き
り
ん
館
）
ｙ
申
込
み
・
・
当

日
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。
た
だ
し
。
子
ど
も
さ
ん
の
保

育
を
希
望
さ
れ
る
人
は
公
民
館

へ
ご
連
絡
を
。
保
育
定
員
は
1
0

人
で
、
子
ど
も
は
１
歳
以
上
、

オ
ヤ
ツ
代
5
0
円
が
い
り
ま
す
。

児
童
文
学
講
演
会

子
ど
も
に
読
書
の
楽
し
さ
を

教
え
る
た
め
に
．
公
民
館
と
児

演
会
を
開
き
ま
す
。

ｙ
と
き
・
・
・
1
0
月
1
7
日
出
、
午

前
1
0
時
～
1
2
時
ｙ
と
こ
ろ
・
・
中

治
市
公
民
館
ｙ
テ
ー
了
本
嫌

い
の
子
ど
も
に
も
Ｉ
民
話
と
読

み
き
か
せ
ｙ
講
師
：
舎
野
信
賢

さ
ん
（
児
童
文
学
研
究
者
）
。

な
お
、
入
場
は
無
料
で
、
幼

児
の
遊
び
室
も
設
け
て
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
直
接
会
場
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

移
動
図
書
館
（
1
0
月
分
）

１１ｑ
″

童
文
学
サ
ー
ク
ル
が
共
催
で
講
公
民
館
（
ａ
９
‘
８
０
４
）

ね
た
き
り
老
人

介
護
講
習
会

ｙ
と
き
・
と
こ
ろ
・
・
・
○
中
宇
治

〈
逗
（
若
宮
集
会
所
）
は
1
0
月
1
9

日
間
午
後
１
時
～
４
咳
Ｏ
西
宇

治
会
場
（
広
野
吏
游
）
は
1
1
月

２
日
面
午
後
１
時
～
４
時
、
○
東

宇
治
会
場
は
5
6
年
１
月
に
予
定
ｙ

講
師
・
：
馬
場
芽
生
さ
ん
（
京
都
市

保
健
婦
）
ｙ
内
容
・
・
・
誰
で
も
で
き

る
お
年
寄
り
の
介
護
方
法
（
洗
髪
、

衣
服
の
脱
着
、
寝
か
せ
方
な
ど
）

の
指
導
と
、
介
護
に
つ
い
て
の
悩

み
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
う
懇
談

会
。

、
（
社
会
福
祉
協
襲
ど

勤
労
者
将
棋
大
会

ｙ
と
き
・
：
1
0
月
1
9
日
間
、
午
前

９
時
半
受
付
、
1
0
時
開
始
ｙ
と
こ

ろ
・
・
ホ
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
ｙ

参
加
資
格
：
中
治
市
・
城
陽
市
お

よ
び
久
御
山
町
に
在
住
ま
た
は
勤

務
す
る
勤
労
者
ｙ
級
別
・
：
Ａ
級
＝

２
段
程
度
以
上
、
Ｂ
級
＝
初
段
～

３
級
程
度
、
Ｃ
級
＝
４
級
～
７
級

程
度
、
Ｄ
級
＝
初
心
者
ｙ
申
込
み

・
：
1
0
月
1
4
日
ま
で
に
八
百
円
を
添

え
て
宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
へ
。

1
9
0
5
）
へ
。

（
社
会
教
育
課
）

軟
式
庭
球
選
手
権
大
会

ｙ
と
き
・
・
・
1
0
月
1
9
日
倒
、
午
前

一
…
蒔
開
始
ｙ
と
こ
ろ
…
黄
槃
公
園

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
ｙ
参
加
資
格
：
ホ

治
市
に
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
高

校
生
以
上
の
人
ｙ
種
目
・
・
・
一
般
男

子
・
壮
年
（
満
4
5
歳
以
上
）
こ

般
女
子
・
成
年
女
子
（
満
3
0
歳
以

上
）
ｙ
参
加
料
：
Ｉ
チ
ー
ム
四
百

円
ｙ
申
込
み
…
1
0
月
1
0
日
ま
で
に

宇
治
一
番
の
藤
井
治
さ
ん
へ
。

な
お
、
お
問
い
合
わ
せ
は
宇
治

庭
球
協
会
の
岩
口
さ
ん
（
黒
7

5
6
9
）
ま
で
。

（
社
会
教
育
課
）

心
身
障
害
者
教
室

心
身
障
害
者
の
発
達
保
障
を
め

ざ
し
て
開
設
し
て
い
る
、
宇
治
市

心
身
障
害
者
教
室
の
参
加
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

ｙ
対
象
・
・
・
知
恵
お
く
れ
の
障
害

を
も
ち
、
義
務
教
育
終
了
後
で
養

護
学
校
高
等
部
へ
通
学
し
て
い
な

い
宇
治
市
在
住
の
人
ｙ
申
込
み
・
・
・

社
会
教
育
課
へ
（
今
年
か
４
参
加

者
の
名
簿
登
録
形
式
で
実
施
）
ｙ

費
用
・
・
・
一
部
自
己
負
担
。
（
な
お
、

９
月
1
1
日
号
で
、
対
象
に
つ
い
て

「
就
学
後
」
と
報
じ
、
誤
解
を
よ
び

ま
し
た
こ
と
を
お
わ
び
し
ま
す
。
）

（
社
会
教
育
課
）

″ｙ

小
倉
町
南
堀
池

1 0 2

－
２

平
尾
義
行
ち
ゃ
ん

゛
゛
＾
ま
り
‘
’
！
’
、
’
ゝ
｀
’
■
”
ｉ
’
Ｏ

（
交
通
労
政
課
）

ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば

1
0
月
1
0
日
脚
に
「
ス
ポ
ー
ツ
ひ

ろ
ぱ
」
を
開
き
ま
す
．
ス
ポ
ー
ツ

の
で
き
る
服
装
で
会
場
へ
直
接
お

越
し
く
だ
さ
い
。

ｙ
木
幡
小
学
校
：
卓
球
・
軽
ス

ポ
ー
ツ
（
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
他
）
．

午
前
1
0
時
～
1
2
時
ｙ
菟
道
小
学
校

・
：
体
力
テ
ス
ト
．
午
後
１
時
半
～

３
時
半
ｙ
伊
勢
田
小
学
校
…
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
．
午
前
1
0
時
～
1
2
時
ｙ

南
宇
治
中
幸
校
・
：
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

午
後
３
時
～
５
時
ｙ
西
小
倉
小
学

校
・
：
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
午
後
７
時

Ｉ
９
時
ｙ
棋
島
小
学
校
…
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
午
前

1
0
時
～
1
2
峙

（
社
会
教
育
課
）

市
民
総
合
体
育
大
会

卓
球
の
部

ｙ
と
き
・
と
こ
ろ
・
：
1
0
月
2
6
日

剛
は
北
宇
治
中
学
校
（
団
体
戦
）
、

Ｈ
月
２
日
間
は
、
南
｛
ｆ
治
中
学
校

（
個
人
戦
）
、
い
ず
れ
も
午
前
９
時

開
会
マ
ラ
ン
タ
・
：
団
体
戦
（
一
般

男
子
・
一
般
女
子
・
少
年
・
少
女
）
、

個
人
戦
（
男
子
＝
3
5
歳
以
上
余
一

蔵
未
満
・
少
年
、
女
子
＝
高
校
生

以
上
・
少
女
）
！
茄
料
・
・
・
一
人

二
百
円
ｙ
申
込
み
…
1
0
月
1
5
日
ま

で
に
、
宇
治
市
体
育
協
会
（
｀
⑩

伽
も

催
し

秋の市民文化祭

お
知
ら
せ

す
す
ん
で
予
防
接
種
を

公民館のお知らせ

一一一一一一

一
■

－

』
一１一１－四＝＝１＝Ｊｍ一
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一

Ｉ

みんなの健康

募
集

そ
よ
か
ぜ
号
巡
回
日
程

1
0
月
1
日
か
ら



号
ｉ
ｎ

Ｃ
Ｏ
Ｌ
ｆ
５

第 りよだ政市治宇 倒行発日―明１剽″
Ｄ
榔昭洋1 9

8

1
０
月
の
相
談

カ
レ
ン
ダ
ー

市役所清掃課

ノ
派
ヽ
ノ
市
前
赤
国
ヽ
中
ノ
開
以
ヽ
ヽ
番
ヽ
ノ
ー
除
ヽ

中
ヽ
部
３
の
信
一
一
浦
正
壇
新
鉄
塚
華
弐
神
山
を
山

新
裏
一
ヽ
ノ
語
で
京
内
畑
西
の
ヽ
ヽ
国
里
蓮
ヽ
天
丸
皿
ノ

ヽ
屋
口
山
毛
ま
南
ノ
山
ヽ
西
庄
浦
ヽ
一
ヽ
神
の
ヽ
上

荒
茶
Ｉ
’
ノ
西
ヽ
前
ら
Ｉ
陣
北
戸
以
ノ
四
割
、
Ｉ
’
楽
野
南
島
国
ヽ

中
・
筋
南
ヽ
山
信
か
廟
ヽ
ヽ
瀬
鉄
北
ヽ
番
田
田
妙
ヽ
以
中
ヽ
竹

ヽ
裏
道
ヽ
域
中
京
前
御
園
尾
大
国
ヽ
ノ
ヽ
林
三
皆
山
ヽ
琶
鉄
ヽ
山
大

田
西
府
尻
全
ヽ
南
銀
の
御
桧
ヽ
ヽ
東
川
梅
・
日
ｙ
番
琵
国
谷
寺
ヽ

ノ
の
の
ノ
の
尻
ら
京
丿
北
ヽ
ヽ
畑
端
ノ
古
ヽ
二
ヽ
振
壱
ヽ
ヽ
ヽ
ノ
宮
ヽ
ロ

中
筋
で
井
東
井
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